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弘
前
大
学
付
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
弘
前
八
幡
宮
古
文
書
」
は
、
同
八
幡
宮
の
社
家
頭
を
勤

め
た
小
野
家
の
社
務
日
記
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
元
禄
六
年
(
一
六
九
三
〉
か
ら
明
治
四
十
一
年
ご

九
O
八
〉
に
至
る
約
二
百
年
聞
に
わ
た
る
日
記
・
御
用
留
で
あ
る
。
「
万
留
帳
」
「
公
私
留
帳
」
な
ど
と

題
し
た
簿
冊
が
百
九
十
六
冊
を
数
え
、
津
軽
領
内
の
寺
社
行
政
や
社
家
の
支
配
形
態
、
維
新
期
の
神
仏
分

離
の
情
況
な
ど
を
研
究
す
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

こ
の
な
か
に
、
地
震
関
係
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
早
く
か
ら
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
が
、
例

え
ば
最
新
の
研
究
成
果
で
あ
る
東
京
大
学
地
震
研
究
所
編
『
新
収
日
本
地
震
史
料
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い

な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
右
の
史
料
集
に
新
た
に
付
加
え
る
形
で
、
も
し
く
は
補
足
す
る
意
味
か

ら
も
、
弘
前
八
幡
宮
の
社
務
日
記
の
な
か
か
ら
、
と
く
に
明
和
の
大
地
震
に
関
す
る
記
録
を
紹
介
し
、
そ

の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
筆
者
な
り
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

次
章
に
掲
げ
る
「
明
和
三
年
御
用
留
書
」
は
、
簿
冊
の
形
態
を
も
っ
史
料
で
、
明
和
三
年
の
日
並
み
の

記
録
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
明
和
大
地
震
が
お
き
た
当
日
・
二
日
目
の
記
録
と
、
被
害
情
況
を
八
幡
宮
で

あ
る
程
度
把
握
し
、
記
録
し
た
二
月
九
日
の
当
践
の
箇
所
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
ロ

ま
た
そ
の
後
に
掲
げ
た
「
明
和
三
年
地
震
被
害
書
上
別
帳
」
と
題
し
た
横
帳
の
史
料
は
(
当
史
料
に
は
、

も
と
も
と
表
題
が
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
が
右
の
よ
う
に
命
名
し
た
〉
、
「
明
和
三
年
御
用
留
書
」
の

別
冊
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
地
震
関
係
の
被
害
の
み
を
書
上
げ
た
も
の
で
あ
る
白
前
述
の

「
明
和
三
年
御
用
留
書
」
の
表
紙
に
は
、
「
地
震
ニ
付
破
損
断
書
此
内
二
入
ル
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
掲
げ

た
史
料
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
白
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
当
史
料
は
八
幡
宮
の
支
配
下
に
あ

る
社
家
す
な
わ
ち
津
軽
領
内
の
八
幡
宮
の
支
配
を
受
け
た
社
家
の
地
震
被
害
の
情
況
を
書
上
げ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
八
幡
宮
側
が
支
配
下
に
あ
る
社
家
の
被
災
状
態
を
最
終
的
に
把
握
し
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
あ
と
の
社
務
日
記
に
は
、
こ
の
よ
う
な
被
害
情
況
を
書
上
げ
た
も
の
は
出

て
こ
な
い
ロ
加
え
て
こ
の
後
、
別
帳
に
仕
立
て
て
被
害
を
列
記
し
た
史
料
は
当
社
務
日
記
に
は
見
当
た
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
明
和
の
大
地
震
が
弘
前
八
幡
宮
な
ら
び
に
津
軽
領
の
社
家
に
与
え
た
被
害
が
い
か
に
深

刻
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
及
ぼ
し
た
影
嘗
の
深
さ
を
我
々
は
看
取
で
き
る
で
あ
ろ
う
白

「
同
則
川
Lm
制
N
-
二
什
耳
，

制
御
用
問
問
団
事
盲
」

(
弘
前
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
〉

l
H
C匂
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正
月
二
十
八
日
暮
六
時
大
地
臆
致
、

覚

昨
夜
大
地
震
一
一
同
八
鰯
宮
御
本
社
舛
斯
々
其
外
後
目
玉
額
四
・
草
間
倒
レ
申
焼
、
此
旨
榔
薪
申
上
謀
、

以
上
、

正
月
二
十
九
自

小
野
若
狭

〈
中
略
〉

党

去
月
二
十
八
日
培
震
一
一
付
、

一
、
浪
岡
村
八
ω相
官
欝
本
社
欝
レ
、
後
ノ
杉
へ
懸
り
居
申
棟
、

一
、
五
社
司
阿
部
信
護
家
減
レ
申
様
、

一
、
新
麗
村
八
幡
宮
御
本
社
御
神
楽
般
大
破
仕
候
、

一
、
情
議
善
知
鳥
宮
小
被
仕
様
、

一
、
同
所
諒
紡
宮
神
業
殿
破
損
仕
続
、

…
、
局
所
広
田
宮
神
楽
毅
減
レ
申
候
、

一
、
同
所
観
器
堂
潰
レ
串
候
、

一
、
向
指
毘
沙
問
霊
持
神
嫌
殿
共
破
損
註
接
、

一
、
高
杉
村
観
務
堂
ノ
神
楽
鞍
濃
レ
申
棟
、

一
、
社
両
選
麗
筑
後
家
瀦
レ
申
様
、

一
、
同
所
神
明
宮
大
敏
註
候
、

一
、
高
神
明
ノ
壌
内
紙
鑓
社
潰
レ
申
様
、

内
蛍
社
濃
五
ケ
一
期

、-、

家
積
レ
ニ
軒

英
外
大
破

布
之
過
御
甑
申
上
候
、
尤
九
諾
在
之
持
社
之
分
、
右
ニ
艶
相
織
難
棋
、
御
事
達
右
一
一
村
際
到
来
候
分
ヲ

栂
断
申
上
候
、
以
上
、

二
月
九
自

小
野
若
狭

長
利
雌
摩

此
度
変
事
ニ
付

神
明
・
八
幡
芥
自
社
ヘ
揚
舗
内
罷
無
難
之
櫛
祈
構
被
卸
村
議
、
右
之
通
被
鰐
詩
操
、
此
筒
山
叩
遺
接
、

二

月

九

日

院

代

!ニ。



小
野
若
狭
蟻

〈
下
略
〉

「
副
明
利
松
一
二
お
斗
抽
招
器
探
柿
叡
中
古
書
商
し
よ
郎
加
証
酌
M
L

隣
組
三
成
年

〈
弘
前
大
学
付
露
関
議
館
所
蔵
〉

、正

高右板右犠右中永?右堂右新開右浪右右右 家 熊同弘月
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村司ノ関村司自村}雨前向村 渇八 敷 境宮烹八十
続工木熊村 八八 幡 地内欝塩鶴八
音藤村野飛 輔輔 芭 割増神援活日
ノ出鶴宮竜 宮芸 濃 縮審j嫌口櫛之
神雲音潰宮 調 レ 五幅緩通本棋
楽堂工 長佐工 斎有爵八熊尺五潰り祉地
震 藤和々蕗藤馬郡幡野畏尺四小震
潰拝駿お木譲兵伊信下下サ程関破
最河近能太部予灘社社二長程二
神 章夫 家家十サ倒月
来 期十申八

般 程自慢品
共
譲 ，震

関
支
配
所
神
社
芥
家
破
損
左
之
通

長
利
雄
摩

長
特
伊
一
史

出
届
右
門

工
藤
左
太
夫

家
論
レ

家
濃
レ

大
破
家
譲

家家
潰漬

家
演

家
漬

家
漬

i
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一

、

志

社

司

工

藤

筑

後

一
、
樽
織
醤
智
鳥
宮
破
損

一

、

右

致

問

柿

崎

椙

模

家

大

破

一
、
問
所
毘
沙
問

一
、
右
鍵
取
地
揺
屋
家
大
破

問
所
一
、
広
田
宮
ノ
神
楽
殿
潰

向
所
一
、
観
街
設

問
所
一
、
神
明
百
ノ
拝
殿

一
、
末
社

一
、
布
社
河

一
、
同
所
諏
訪
社

一
、
右
社
司

一
、
油
汚

話
回
社

締
崎
兵
庫
家

柿
崎
信
者
家

熊
野
宮

本
社
拝
穀
共
ニ
潰

一

、

右

社

朗

読

回

周

防

諜

濃

一

、

油

剤

竹

本

和

泉

家

潰

一

、

同

一

駒

沢

山

石

児

家

讃

ペ
ぬ
け
ν

一

、

輿

田

村

沢

田

甚

太

夫

家

調

一

、

右

社

間

沢

田

伊

擁

家

濃

一
、
蟹
田
熊
野
宮
繍
レ

来
社
庚
申
堂

愛
宕
社
共
ニ
讃

一

、

高

社

同

小

山

筑

後

家

讃

右
之
分
二
月
十
七
日
御
軒
申
上
銭
、

一
、
ム
ウ
別
村
山
骨
河
宮
潰

一

、

柏

木

村

鈴

木

多

門

家

論

一
、
胡
犠
館
村
工
藤
伊
賀
家
譲

一

、

曽

田

村

往

々

木

棺

壇

家

論

一

、

灘

市

村

松

橋

静

罵

家

潰

お
之
分
二
月
二
十
一
一
討
櫛
断
申
上
鏡
、

、
独
張
村
八
鍋
宮
ノ
神
楽
鞍
潰

家
潰

本
社
神
様
殿

神
輿
殿

潰大破大讃大
磁鍋破 接

ド-

t>.:l 

共
二
大
破



一
、
宵
女
子
村
山
主
宰
ノ
神
業
殿
瀦

一

、

境

関

村

難

師

堂

稲
間
宮

神
楽
藤

一
、
尾
別
特
観
音
境
内
ノ
筒
本
十
本
ゆ
り
欝
レ
申
上
様
、

一
、
御
舘
神
宮
社
再

大
破

小
野
筑
後
家
大
破

但
し
罷
数
之
内
地
割
幅
六
尺
組
長
サ
二
十
軒
程

一
、
和
徳
揺
荷
宮

一
、
立
家
之
内
四
軒
潰

一
、
家
大
破

て
お
岡

一
、
右
同

一
、
右
同

一
、
お
昭

一
、
右
同

て
お
悶

一

、

右

周

太

巻

村

一

、

寝

間

浪

関

村

一

、

者

向

広

須

村

、

右

向

背

女

子

村

名
之
分
詑
使
榔
断
串
上
候
人
鶏
語
紙

醤
転
載

八
舗
宮
下
社
家

熊
野
下
社
家
同同

三
島
五
日

最
務
院
様

出
辺
伊
予

長
利
鰻
前

小
野
喜
太
夫

長
利
信
夫

小
野
対
罵

久
保
業
非

同
石
晃

回
楽
器
出
雲

宮
本
富
之
進

高
篤
駿
河

工
藤
筑
後

館
山
兵
治

右
之
通
ニ
櫛
座
様
、
巴
上
、

長小
利野

こ
こ
で
、
明
和
三
年
正
月
二
十
八
日
に
淳
轄
地
方
を
襲
っ
た
大
地
震
に
つ
い
て
概
要
を
箆
単
に
述
べ
て

お
き
た
い
。
宇
佐
幾
龍
夫
著
『
資
料
日
本
被
饗
地
震
総
覧
M

〈
東
京
大
学
出
額
会
一
九
七
五
年
以
後

可
総
覧
h

と
略
記
す
る
〉
に
よ
れ
ば
、
当
地
譲
は
明
和
一
一
一
年
(
一
七
六
六
〉
正
月
二
十
八
日
砲
の
魁
〈
午

後
六
時
頃
〉
に
誌
発
し
、
弘
前
か
ら
津
軽
半
島
に
か
り
て
滋
大
な
被
害
を
与
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
諒
六
・
九
、
津
聴
器
の
被
害
拡
弘
前
域
撞
・
門
な
ど
、
破
損
一
一
箆
訴
、
潰
堂
社
ニ
七
、
漬

ト-

w 



ニ
一
一
一
、
潰
家
六
九
四
O
、
焼
失
寺
四
O
、
続
失
家
二
五
二
、
土
臓
の
讃
焼
失
二
六
七
、
死
讃
一

O
二
七
、

焼死一一一
O
八
、
負
傷
一
五
主
で
あ
っ
た
。
ま
た
網
開
織
で
は
全
半
潰
五
四
七
、
焼
失
一
七
五
、
圧
死
一

O
一、

焼
死
九
一
と
い
う
被
害
で
あ
っ
た
。
被
害
地
域
は
、
左
£
示
し
た
地
層
の
と
お
り
で
め
る
。

195町 i顕滋筈j也滋

*
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総
覧
M

4

ハ
十
西
頁
所
収
地
摺
器

前
撃
に
紹
介
し
た
「
暁
和
三
件
停
留
爵
留
議
」
に
も
、
問
書
の
明
和
三
年
ニ
丹
九
日
の
条
に
津
軽
韻
内
に
お

け
る
八
幡
宮
支
配
下
の
神
社
な
う
び
に
社
家
の
被
害
が
謹
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
は
九
浦

に
所
在
す
る
神
社
は
い
ま
だ
電
報
が
諮
っ
て
い
な
い
こ
と
が
も
、
そ
の
分
を
混
戦
し
て
い
な
い
こ
と
を
断

わ
っ
て
お
り
、
中
間
報
告
立
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
九
鴻
と
は
、
具
体
的

に
は
四
議
・
九
浦
と
総
蒜
さ
れ
た
、
渇
睦
に
お
け
る
津
軽
藩
の
口
留
番
所
を
指
す
呼
蒜
で
あ
っ
た
。
田
浦

じ
静
『
4
0
ん

い

ま

べ

つ

ぢ

癒

率

』

し

の

恐

い

は
、
深
浦
・
鯵
ケ
沢
・
十
三
・
育
器
、
九
浦
は
自
活
情
に
飯
田
・
今
期
・
碇
ヶ
関
・
大
関
越
・
野
内
の
五
地

点
を
加
え
た
も
わ
で
あ
っ
た
a

す
な
わ
ち
弘
前
や
青
森
を
除
い
た
舗
内
の
主
要
な
地
域
か
ら
の
報
告
が
い

ま
だ
到
議
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
確
認
し
た
上

T
C
記
述
で
あ
っ
た
信

こ
の
中
間
報
告
と
も
い
う
べ
さ
も
の
が
「
明
和
一
一
一
年
欝
用
留
醤
」
二
丹
九
日
の
条
に
記
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ち
ず
、
こ
の
後
に
悶
蓄
に
は
、
最
終
報
告
を
ま
と
め
た
記
載
が
み
あ
た
も
な
い
。
こ
こ
に
「
明

和
一
一
一
年
地
襲
被
害
書
上
初
秘
」
〈
以
後
、
同
識
を
「
加
帳
」
と
記
す
て
か
成
立
す
る
所
以
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
櫛
用
留
曹
の
記
載
者
で
あ
る
小
野
務
狭
は
、
こ
の
「
別
様
〕
で
も
っ
て
、
議
内
全
体
の

神
社
関
係
の
被
害
を
総
ま
と
め
し
よ
う
と
議
図
し
た
も
の
と
推
定
詰
れ
る
§
現
に
「
興
和
三
年
御
用
留
議
」

に
は
記
載
の
な
か
っ
た
、
九
浦
の
蟹
毘
・
今
加
な
ど
の
被
害
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
「
関
藍
」

川
崎
、
「
明
和
三
年
欝
用
留
指
」
の
欠
を
議
う
も
の
で
め
る
こ
と
誌
間
違
い
な
い
容
し
か
ら
ば
、
ほ
か
の
史

轄
と
比
較
し
た
場
合
、
こ
の
「
弼
帳
〕
は
い
か
な
る
歴
史
地
襲
的
特
質
を
も
つ
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
、

そ
の
点
に
つ
き
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

次
の
裁
は
、
「
別
帳
」
に
記
芯
れ
た
津
軽
韻
内
の
被
接
地
点
を
べ

i
ス
に
し
て
、
明
和
三
年
開
mm留
選

.
国
自
記
・
喪
記
秘
藍
に
記
芯
れ
た
領
内
神
社
な
ろ
び
に
社
家
の
被
害
地
点
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

!
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日

仏
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被
曹
地
震
地
点
の
詑
較

明
和
三
年
地
震
被
禦
書
上
部
帳

弘
前
八
輔
君
梅
本
社

問
所
五
燈

熊
野
宮
御
神
楽
穀

義
利
謹
患
家
捜

長
判
伊
豆
家
潰

山
窟
右
門
家
濃

工
糠
左
太
夫
家
讃

漉
関
八
幡
宮
潰
レ

阿
部
信
濃
家
漬
レ

有
篤
伊
予
家
論
レ

新
躍
村
八
幡
諸
大
扱

右
社
南
斎
藤
兵
器
援
讃

堂
ノ
前
八
幡
宮
議

右
社
商
工
藤
隆
太
夫
家
濃

永
鶴
村
佐
々
木
能
登
家
論

中
ノ
呂
村
飛
竜
宮

右
社
町
長
利
お
近
家
讃

讃
沢
村
熊
野
営
潰

お
社
両
工
藤
駿
河
家
潰

飯
屋
ノ
本
村
観
音
控

拝
殿
神
楽
殿
共
潰

右
社
司
工
藤
出
雲
家
濃

誕
杉
村
観
音
ノ
神
楽
殿

右
社
町
工
藤
筑
後
家
潰

喬
織
聾
雷
鳥
官
級
損

お
社
司
締
崎
揖
模
家
大
破

局
所
毘
沙
、
円
本
社

神
楽
毅

神
輿
殿

右
鍵
取
地
謡
昆
家
大
破

広
田
宮
ノ
神
楽
搬
護

観
音
堂
識

U
3
0
 
0
 

O O O 00  00  

ト叩&

い4
ιI司

間
日
記

v
n
o
 

v
m
o
 

u
m
O
 

U
お

O

U
1
0
 

v
m
o
 

要
記
秘
鑑

0
 
0
 
0
 
0
 

O 0000  0000  000  00000  



神
明
宮
ノ
拝
殿
大
破

末
社
紙
関
社
諜

右
社
需
締
跨
兵
庫
家
大
訪

問
所
諏
訪
社
被
損

右
投
間
待
崎
倍
書
家
大
破

油
河
熊
野
宮

本
社
拝
殿
共
ニ
潰

右
社
司
決
回
帰
防
家
瀦

油
河
竹
本
和
説
家
讃

問
所
浪
山
五
見
家
讃

輿
田
村
沢
田
甚
太
夫
家
調

お
社
司
沢
田
伊
資
家
諜

蟹
田
熊
野
宮
嵩
レ

来
社
殿
申
蛍

愛
宕
社
共
ニ
潰

忘
祉
関
小
山
筑
後
家
濃

今
別
村
山
絡
協
内
宮
漬

柏
木
村
鈴
木
多
門
家
讃

胡
能
館
村
工
藤
伊
賀
家
濃

鶴
田
村
佐
守
木
棺
模
家
讃

薄
市
村
松
議
静
馬
家
讃

独
説
村
八
鰯
宮
ノ
神
海
椴
潰

青
女
子
村
山
王
宮
ノ
神
燦
殿
損

壊
関
村
薬
師
蛍

稲
荷
宮
大
破

神
楽
鍛

建
別
村
観
苦
境
内
ノ
詰
木

御
館
神
話
社
奇
小
野
筑
後
家
大
級

制
徳
稲
荷
宮

山
辺
伊
予
立
家
之
内
四
朝
、
議

長
利
豊
前
濠
大
破

右
同
小
野
喜
太
先
家
大
被

布
関
長
利
信
夫
家
大
破

右
同
小
野
対
篤
家
大
級

右
両
久
保
美
作
家
大
破

右
間
同
五
克
家
大
観

O 

U
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右
民
呂
奈
露
出
雲
家
大
破

右
問
太
巻
将
吉
本
留
之
進
家
大
級

右
間
浪
関
村
喜
薦
験
将
家
大
破

お
問
広
須
村
工
藤
筑
後
家
大
賊

お
問
混
同
女
子
将
諮
出
兵
治
家
大
破

*
右
の
表
に
用
い
た
、
国
日
記
な
ら
び
に
要
記
誌
誕
の
事
項
は
、
す
べ
て
つ
釈
収
日
本
地
鰻
史
制
加

第
三
巻
(
明
和
三
年
正
月
二
十
八
日
の
条
〉
に
所
収
の
も
の
で
あ
る
。

「
別
帳
」
に
表
記
さ
れ
た
地
慌
の
被
禽
地
点
は
、
七
十
一
一
一
地
点
に
及
ぶ
。
一
読
し
て
一
気
が
つ
か
れ
る
と

悶
ゅ
う
が
、
神
社
だ
り
で
な
く
、
そ
こ
に
事
仕
す
る
社
家
の
家
屋
の
損
害
も
書
上
げ
て
お
り
、
そ
の
分
被
害

地
点
が
拡
大
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
普
通
、
幕
蓬
誌
制
下
に
お
い
て
は
、
身
分
続
続
を
受
け
て
い
る

た
め
、
社
家
法
集
金
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
s

慰
問
え
ば
弘
前
城
下
に
お
い
て
は
、
弘
前
八
幡
宮
・
最
務

院
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
参
詣
道
路
ぞ
い
に
社
家
が
集
住
し
て
祢
宜
町
を
形
成
し
て
い
た
〈
長
谷
川
成
一

福
町
津
軽
近
世
史
料
1

弘
前
城
下
史
料
〈
上
〉
恒
北
方
新
社
一
九
八
六
年
〉
。
し
た
が
っ
て
、
神

社
ま
た
は
御
窓
と
社
家
の
家
躍
は
、
概
ね
似
通
っ
た
地
域
に
所
在
ず
る
も
の
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
の
態
味
か
ら
す
れ
ば
、
「
別
帳
〕
の
七
十
三
地
点
は
、
同
一
の
条
件
の
も
と
に
あ
る
場
所
と
い

っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
条
件
を
勤
案
し
て
、
地
震
に
よ
る
被
害
地
点
を
地
図
に
落
し
こ
ん
だ
の
が
、
巻
末
の
「
明

和
三
年
地
震
後
室
書
上
民
謡
」
に
み
る
津
軽
領
神
社
関
係
被
害
地
域
の
図
で
あ
る
。
話
述
の
叫
総
覧
い
の

被
災
地
域
の
地
図
と
比
較
し
て
、
需
地
図
に
大
幅
な
諺
正
を
加
え
る
よ
う
な
新
た
な
被
密
地
点
が
発
見
答

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
叫
総
覧
』
所
収
地
閣
の
被
欝
地
域
の
正
加

m
gを
・
芯
ら
に
増
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。そ
れ
で
は
お
に
示
し
た
被
饗
地
域
を
記
録
し
た
各
史
料
と
の
比
較
対
象
を
お
こ
な
う
こ
と
ζ
し
た
い
。

「
加
帳
」
が
七
十
一
一
一
地
点
を
被
災
地
点
と
し
て
議
上
げ
て
い
る
の
£
対
し
、
「
別
帳
」
を
ベ

i
ス
と
し
た

場
合
、
明
和
三
年
崩
御
用
留
書
は
十
二
、
国
日
記
は
八
、
要
記
窓
鑑
は
三
十
一
の
各
地
点
を
語
述
の
表
で
は

示
し
て
い
た
B

「
知
義
」

ζ

対
す
る
そ
の
割
合
い
を
示
せ
話
、
明
和
忘
年
御
用
留
潜
は
鵠
弘
、
忠
良
紀
は

祁
旬
、
要
記
都
鑑
は
犯
先
程
壌
と
な
り
、
被
害
を
受
け
た
津
軽
領
内
に
お
け
る
神
社
関
鎮
の
地
点
を
探
る

に
お
い
て
は
、
こ
の
「
開
帳
〕
が
踏
段
に
勝
れ
た
内
容
そ
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ

ち
問
史
料
は
、
被
帯
地
点
の
持
議
に
お
い
て
は
、
か
な
り
高
効
な
史
料
的
価
値
を
有
す
る
と
い
え
る
の
で

あ
る
。
第
二
に
地
の
史
料
が
、
寺
社
に
関
し
て
は
比
較
的
箆
単
に
記
述
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
部
帳
」

は
や
や
詳
し
く
そ
の
被
災
構
況
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
s

調
え
ば
被
害
を
受
け
た
同
じ
境
舟
で
も
、

S
宮ぺつ

神
楽
殿
な
の
か
拝
殿
な
の
か
、
は
た
ま
た
尾
別
村
に
見
る
ご
と
く
塘
内
の
樹
木
が
欄
れ
た
な
ど
、
護
獲
の

一
計
器
に
も
あ
る
程
度
参
考
ζ
な
ろ
う
と
思
わ
れ
る
被
災
構
況
が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
、
「
制
緩
〕
の
特
徴

で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
次
に

間
帳
〕
の
史
料
的
限
界
に
つ
い
て
、
務
干
の
点
を
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
第
一
に
、

-..J 



当
史
料
は
、
あ
く
ま
守
も
八
幡
宮
支
配
下
の
社
家
な
ら
び
に
弘
前
最
務
院
の
続
制
を
う
け
た
神
社
に
関
す

る
被
欝
記
録
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
お
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
支
毘
統
制
を
受
け
な
い
神
社
や
社
家

の
被
警
は
、
当
然
記
述
寄
れ
な
い
と
い
う
限
界
を
喜
す
る
も
の
で
あ
っ
た
窃
民
体
的
に
は
、
国
日
記
や
喪

湾
為
か

記
総
鑑
な
ど
に
記
載
答
れ
て
、
「
別
張
」
に
記
載
さ
れ
な
い
神
社
が
寄
在
す
る
。
そ
れ
は
議
賀
宮
山
内
蛍

・
神
楽
殿
・
弁
財
天
堂
、
神
明
宮
本
章
、
八
騒
崎
村
社
家
、
沼
地
村
議
説
明
神
神
楽
殿
、
弘
前
神
明
宮
、

み
ん
・
8
・

三
思
村
神
明
(
呂
・
観
吾
蛍
、
熊
野
宮
・
山
王
宮
で
あ
る
。
こ
れ
ら
拭
い
ず
れ
も
弘
前
八
幡
宮
・
最
勝
焼
か

ら
の
影
響
が
薄
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
八
幡
宮
関
係
史
料
に
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
?
は
な
い
か
と
錐

察
さ
れ
る
。
ま
た
、
田
日
記
な
ど
に
よ
れ
ば
、
津
軽
黒
石
領
の
被
響
は
極
め
て
甚
大
な
も
の
が
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
別
記
戦
」
に
は
黒
石
領
内
の
神
社
わ
被
害
に
つ
い
て
詰
ま
っ
た

く
関
説
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
こ
れ
な
ど
も
需
史
料
の
思
界
と
克
な
し
え
る
で
あ
ろ
う
α

右
に
掲
げ
た

「
制
約
帳
」
に
克
当
た
ら
な
い
地
点
は
、
向
史
料
に
掲
載
さ
れ
た
七
十
三
培
点
か
ら
す
れ
ば
撤
々
た
る
も
の

で
あ
っ
て
、
法
た
『
総
覧
h

揚
載
の
被
害
地
域
の
地
問
か
ら
は
ず
れ
る
よ
う
な
地
点
は
ま
っ
た
く
砕
在
し

な
い
a

そ
の
点
で
も
、
大
努
に
設
ぽ
す
影
響
は
極
め
て
少
な
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
誇
軽
領
内
に
お
け
る
神
社
な
ら
び
に
社
家
の
被
害
情
況
を

最
も
詳
細
に
し
か
も
正
確
に
記
諒
し
た
史
料
は
、
こ
の
「
制
緩
」
以
外
に
は
寄
在
し
な
い
と
み
て
大
過
な

か
ろ
う
。
色
々
な
霞
界
拡
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
乗
越
え
て
当
史
料
の
麗
史
地
震

研
究
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
大
浅
い
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
α

将
来
吋
新
収
民
本
地
震
史
料
切
の
補
選

の
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
機
会
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
当
史
料
は
明
和
三
年
正
月
二
十
八
日
の
条
に
、

明
和
一
一
一
年
津
軽
地
万
大
地
設
の
関
係
史
料
と
し
て
是
非
掲
載
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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小
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を
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授
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む
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次
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る
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